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その後インターネット閲覧やカメラ，GPSなど多く

の機能を取り入れてきました．一方，PDAは表示機

能とキーボードなどの文字入力機能を重視した装置で

す．最近はスマートフォンと呼ばれる携帯電話と

PDAの機能を併せもったものも使われています．

さて，情報量の増大と高品質化に対応するためには

伝送速度の高速化が必須です．しかし，携帯電話シス

テムは，音声通話から始まったためもあって伝送速度

を大幅に上げることは困難です．

一方，当初から高速通信を目標にした無線LANは

すでに伝送速度数十Mbpsを実用化しており，数百

Mbpsの実用化が始まろうとしています．高速化を実

現するためには，変復調方式や通信プロトコルに多く

の創意と工夫がなされています．また，広い周波数帯

■ ユビキタスな情報通信を高速で実現する

現代はユビキタス時代と呼ばれるように「いつでも，

どこでも，誰にでも，あらゆる情報を得られるコンピ

ュータ環境」が要求されています．職場や家庭内はも

ちろんのこと，鉄道や自動車で移動中または歩行中で

も情報通信ができることを望まれています．当然なが

ら移動中の情報通信には無線通信が欠かせません．

それを具現化するシステムとして携帯電話機や

PDA（Personal Data Assistance）があげられます．当

初の携帯電話は文字どおり音声通話が目的でしたが，
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域幅の確保など法的制度の整備も欠かせません．

■ 特集で扱う無線LANについて

本特集では，無線LANがどのように高速化を実現

してきたか，そのハードウェアと仕組み，プロトコル，

システムの構築方法や干渉対策などを解説した後，産

業分野への応用について紹介します．

無線 LANとは，文字どおり LAN（Local Area

Network）を無線化する装置またはシステムを指しま

す．単に無線LANというと光（赤外線）を使ったもの

も含みますが，この特集では電波を使ったものを中心

に説明しています．その中でも，ユーザが免許不要で

使用できる2.4 GHz帯と5 GHz帯（5.2 GHz帯/5.3 GHz

帯/5.6 GHz帯）の無線LANを主としました．

■ 黎明期

● 低速無線の時代

Ethernet LANが一般に普及し始めた1980年代に

は，早くも無線接続のLANが望まれるようになりま

した．当時の Ethe r n e t の標準的な伝送速度は

10 Mbpsで，イエロー・ケーブルと呼ばれた太い同軸

ケーブル（10 BASE－5）や，それより細くて安価な同

軸ケーブル（10 BASE－2）が使われていました．前者

は最大500 mまで延長できるので基幹LANに使われ，

後者は延長距離最大200 mで端末機の接続に使われま

した．ツイスト・ペア（10 BASE－T）も規定されてい

ましたが，現代ほど普及していませんでした．

無線で高速伝送をするためには広い無線周波数帯域

を必要としますが，当時はそのような広い周波数帯が

開放されておらず，10 Mbpsの速度に対応できるもの

はありませんでした．当時の免許不要の無線機では

10 kbps程度の速度しか得られませんでした．この速

度ではLANとしては不足ですが，図1のようにプリ

ンタとパソコンなどのように端末どうしの接続に利用

されました．当時のファイルはデータ容量が小さいの

無線LANの歴史

で，伝送速度が遅くてもそれなりに実用になったので

す．このころはまだ無線LANという言葉は使われて

いませんでした．

● 2.4 GHz帯の開放（米国）

1980年代末になって，米国で900 MHz帯，2.4 GHz

帯，19 GHz帯の三つの周波数帯が免許不要の無線

LAN用として開放されました．

このうち900 MHz帯と2.4 GHz帯は，もともとISM

（Industrial Scientific and Medical，工業/科学/医学

用）帯として割り当てられていた帯域です．代表的な

ISM機器として，電子レンジや医療機器があげられ

ます．つまり，それまで通信に使われていなかった周

波数帯に，無線LANが無理やり割り込んだ形です．

ISM機器は積極的に電波を発射するものではないの

で，周波数共用が可能であろうという判断でした．別

な見方をすると，高速伝送に必要な広い周波数帯域を

確保するのが困難だったので，とりあえずISM帯を

割り当てたというところでしょう．

しかし，ISM機器は強大な電波を利用しているも

のが多く，外部にも多少は漏れ出てしまいます．さら

に，同帯域はアマチュア無線にも割り当てられていま

した．そのため，ISM帯で通信しようとすれば多か

れ少なかれ電波干渉を受ける，または与えることにな

ります．

そこで，干渉を受けにくい・与えにくいという特徴

をもつSS（Spread Spectrum）方式を採用しました．

SS方式は変復調回路が複雑になるので，それまでは

軍事用など特殊な用途にしか使われていませんでした

が，ここで初めて一般に開放されたのです．各種制限

事項から伝送速度は1～2 Mbpsに留まりましたが，

それまでの数十kbpsに比べると格段に高速化されま

した．

一方，19 GHz帯付近は固定のマイクロ波回線に使

われていた帯域ですが，たまたま使用されていなかっ

た帯域を開放したものです．ISM帯のような干渉源

がないため，一般の変調方式が採用されました．伝送

速度も25 Mbpsと高速で，当時の有線Ethernetと比

べて同等以上の速度を実現しています．ただし，極め
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〈図1〉1980年代に使われた無線プリンタ・サーバ
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